
要
旨
仏
書
に
お
け
る
了
意
の
追
随
者
た
ち
は
、
了
意
が
収
載
を
忌
避
し
た
日
本
の
説
話
・
巷
間
説
話
を
積
極
的
に
と
り
込
ん
で
い
く
。
人

生
の
最
晩
年
を
向
か
え
た
了
意
は
、
こ
の
新
し
い
流
行
を
無
視
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
も
克
服
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
活
動
が
仮
名
草
子
の

怪
異
小
説
集
『
狗
張
子
』
に
投
影
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

浅
井
了
意
の
仏
書
と
そ
の
周
辺
（
二
）

Ｉ
鼓
吹
物
の
変
遷
と
怪
異
小
説
の
素
材
源
の
変
容
Ｉ

和

田
恭
幸
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近
世
怪
異
小
説
の
素
材
の
一
つ
に
、
唱
導
文
化
圏
の
説
話
が
あ
る
。
こ
れ
を
研
究
資
料
の
点
か
ら
直
裁
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
作
品
と
ほ

ぼ
同
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
通
俗
仏
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
ひ
と
口
に
近
世
通
俗
仏
書
と
い
っ
て
も
、
そ
の
数
は
多
く
、
成
立
年
、
種
類
に
よ
っ
て
様
々
異
な
っ
た
相
貌
を
呈
す
る
。
近
世

後
期
に
至
る
と
、
用
途
別
の
分
化
が
進
み
、
中
に
は
往
来
物
に
類
し
た
書
物
ま
で
出
現
す
る
。
た
と
え
ば
『
観
音
経
早
読
絵
抄
』
（
元
文

（
１
）

四
年
刊
）
が
そ
の
好
例
で
、
件
の
後
印
本
に
は
弘
簡
堂
須
磨
勘
兵
衛
の
「
幼
童
便
用
書
目
録
」
が
付
さ
れ
る
。
も
は
や
そ
こ
に
は
一
点
の

仏
書
も
見
え
ず
、
「
童
訓
往
来
新
大
成
」
を
は
じ
め
、
み
な
往
来
物
ば
か
り
が
連
ね
ら
れ
る
。

い
ま
だ
注
釈
書
の
通
俗
化
に
止
ま
る
近
世
前
期
と
は
、
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
激
変
ぶ
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
通
俗
注
釈
全
盛
の
、
そ

の
一
時
期
に
限
っ
て
み
て
も
、
内
容
は
時
々
刻
々
と
変
化
を
見
せ
る
。
な
れ
ば
、
そ
こ
と
結
接
点
を
も
つ
怪
異
小
説
に
も
、
た
だ
単
に
一

話
ご
と
の
依
拠
関
係
を
超
え
て
、
件
の
変
容
ぶ
り
が
反
映
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

事
実
、
浅
井
了
意
と
そ
の
追
随
者
と
で
は
、
仏
書
の
編
集
方
針
に
あ
る
種
の
断
層
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
り
に
、
了
意
が
そ
の

動
向
を
無
視
し
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
同
人
作
の
晩
年
の
仮
名
草
子
に
も
、
あ
る
種
の
影
響
が
及
ん
で
い
る
は
ず
で
あ
る
。

以
下
、
迂
遠
な
が
ら
も
鼓
吹
物
の
誕
生
か
ら
説
き
お
こ
し
、
内
容
の
変
遷
の
具
体
を
眺
め
渡
し
て
、
怪
異
小
説
集
『
狗
張
子
』
に
言
を

及
ぼ
し
て
い
き
た
い
。

は
じ
め
に
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在
家
用
の
「
直
談
」
に
流
布
の
縁
が
開
か
れ
た
こ
の
年
、
く
し
く
も
西
本
願
寺
の
学
林
で
は
、
一
つ
の
時
代
の
終
わ
り
を
告
げ
る
人
事

が
起
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
初
代
能
化
西
吟
の
没
に
よ
る
知
空
・
存
空
の
代
役
就
任
で
あ
る
。
近
世
仏
教
史
に
名
を
残
す
騒
動
の
張
本

人
西
吟
の
没
と
、
新
た
な
る
異
議
騒
動
「
黒
江
の
異
計
」
の
渦
中
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
る
存
空
の
出
仕
。
実
に
寛
文
年
中
と
は
、
単
に

学
事
興
隆
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
本
山
の
学
林
に
お
い
て
も
あ
る
種
の
変
革
を
向
か
え
た
時
節
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
そ
の
五
年
後
の
寛
文
八
年
、
書
騨
は
同
じ
丁
子
屋
西
村
か
ら
、
世
に
「
三
部
経
鼓
吹
」
と
呼
ば
れ
る
三
部
作
の
一
つ
『
阿
弥

思
え
ば
、
商
業
出
版
の
黎
明
期
、
す
な
わ
ち
寛
永
年
中
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
禅
籍
や
天
台
宗
・
浄
土
宗
の
古
い
注
釈
が
趨
勢
を
占
め

る
、
い
わ
ば
古
典
出
版
の
時
代
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
以
後
も
そ
れ
に
さ
し
た
る
変
化
は
見
ら
れ
ず
、
際
立
っ
た
変
調
の

兆
し
は
、
万
治
・
寛
文
期
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
万
治
・
寛
文
期
に
至
り
、
庶
民
階
級
を
檀
家
の
大
勢
と
す
る
浄
土
真
宗
に
学
事
興
隆
の
機
運
が
興
る
の
で
あ
る
。
『
本
願

寺
派
学
事
史
』
（
前
田
慧
雲
著
・
明
治
三
十
四
年
刊
）
の
記
述
を
以
て
す
れ
ば
「
（
寛
文
年
中
に
至
っ
て
）
浄
土
真
宗
一
般
に
世
間
文
運
の
勃
興

に
伴
ふ
て
、
各
地
に
学
事
研
究
の
者
漸
く
輩
出
せ
し
」
時
節
の
到
来
、
と
な
る
。

そ
も
そ
も
、
西
本
願
寺
に
学
林
が
創
設
さ
れ
た
の
は
寛
永
十
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
年
二
月
、
江
戸
は
築
地
妙
延
寺
（
本
願
寺
派
）

（
２
）

の
住
職
釈
空
誓
が
、
さ
る
在
家
よ
り
「
尼
入
道
」
の
為
に
と
の
乞
い
受
け
、
「
本
願
取
滴
直
談
』
一
部
十
二
巻
を
著
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

れ
の
刊
行
は
賊
年
に
お
く
れ
る
こ
と
二
十
四
年
の
遅
延
を
き
た
し
、
漸
く
寛
文
三
年
、
真
宗
の
仏
書
屋
丁
子
屋
西
村
九
郎
右
衛
門
の
開
版

に
し
て
成
る
。

｜
、
通
俗
仏
書
の
寛
文
年
中
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と
こ
ろ
で
、
い
っ
た
い
「
鼓
吹
」
の
書
名
は
、
ど
の
辺
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
な
の
か
。
実
を
い
う
と
、
当
の
浅
井
了
意
自
身
が
、
本
邦

初
の
新
し
い
書
名
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
題
号
釈
を
加
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
「
三
部
経
鼓
吹
」
の
総
序
に
あ
た
る

「
三
部
経
鼓
吹
ノ
序
引
」
に
、
「
客
」
と
「
予
」
（
了
意
）
と
の
二
者
の
問
答
形
式
で
展
開
さ
れ
、
「
客
」
は
お
び
た
だ
し
い
量
の
故
事
を

「
予
」
に
突
き
つ
け
る
。
以
下
、
そ
の
本
文
を
書
き
下
し
、
便
宜
の
た
め
番
号
を
振
っ
て
抜
粋
・
引
用
し
て
み
た
。

本
牒
七
十
八
巻
に
し
て
已
に
し
て
書
成
り
ぬ
。
名
づ
け
て
「
鼓
吹
」
と
日
ふ
。
是
れ
学
識
の
耳
を
肥
す
に
非
ら
ず
。
只
、
愚
蒙
の

い
し
ば
り

心
に
碇
す
。
裳
に
侶
導
片
言
の
補
助
と
為
ん
か
。

陀
経
鼓
吹
」
が
刊
行
さ
れ
る
。
そ
の
作
者
こ
そ
、
仮
名
草
子
作
家
と
し
て
の
前
歴
を
も
つ
大
谷
派
の
僧
侶
、
浅
井
了
意
そ
の
人
で
あ
っ
た
。

（
皇

こ
こ
に
、
近
世
通
俗
仏
書
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
が
開
か
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
今
日
「
鼓
吹
物
」
の
総
称
を
与
え
ら
れ
る
全

く
新
し
い
書
名
の
注
釈
書
の
登
場
で
あ
る
。
旧
来
、
経
典
や
聖
教
の
注
釈
に
は
、
「
私
記
」
・
「
直
談
」
等
の
書
名
を
当
て
る
の
が
常
で

あ
っ
た
。
「
私
記
」
の
名
は
「
～
流
護
摩
私
記
」
の
ご
と
く
注
釈
と
い
う
よ
り
修
法
次
第
を
も
想
起
さ
せ
る
が
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
も

慶
長
十
年
賊
の
『
正
信
偶
私
記
」
な
ど
、
他
宗
の
旧
に
従
う
例
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
了
意
の
用
い
る
「
鼓
吹
」
の
書
名
は
、
す
く
な
く
と
も
我
が
国
の
仏
書
に
お
い
て
は
先
例
を
見
出
し
難
く
、
全
く
新
し

い
書
名
の
登
場
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
以
後
、
件
の
書
名
は
、
仏
光
寺
派
の
玄
貞
、
浄
土
宗
の
松
誉
・
必
夢
と
い
っ
た
追
随
者
を
従
え
、

元
禄
期
に
及
ん
で
い
く
。
な
お
、
玄
貞
は
天
和
三
年
刊
の
三
枚
起
請
文
鼓
吹
』
、
松
誉
は
貞
享
四
年
刊
の
『
臨
終
要
決
鼓
吹
』
、
必
夢
は

元
禄
五
年
刊
の
『
往
生
講
式
鼓
吹
』
を
始
発
と
し
て
、
自
ら
の
著
書
に
「
鼓
吹
」
を
命
名
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

二
、
「
三
部
鼓
吹
ノ
序
引
」
の
典
拠
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さ
て
、
右
の
典
拠
を
探
る
と
、
『
五
車
韻
瑞
』
に
登
載
さ
れ
る
「
鼓
」
・
「
吹
」
二
文
字
の
項
の
用
例
に
た
ど
り
着
く
。
つ
ま
り
、
件

の
一
節
は
、
辞
書
の
用
例
を
継
ぎ
合
せ
て
、
問
答
形
式
に
仕
立
て
直
し
た
文
章
な
の
で
あ
る
。
ま
ず
「
鼓
」
の
字
は
、
『
五
車
韻
瑞
』
巻

六
十
一
に
登
載
さ
れ
、
「
鳴
レ
鼓
」
以
下
五
十
四
の
用
例
を
挙
げ
る
。
こ
の
内
、
「
三
部
鼓
吹
ノ
序
引
」
に
利
用
さ
れ
る
も
の
を
拾
い
挙
げ

る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
用
例
の
頭
に
つ
け
た
く
〉
付
き
の
番
号
は
、
『
五
車
韻
瑞
』
に
登
載
さ
れ
る
順
を
示
す
。
さ
ら
に
、

（
４
）

各
用
例
の
末
尾
に
「
↓
」
で
「
三
部
鼓
吹
ノ
序
引
」
と
の
対
応
を
示
し
た
。

〈
〃
〉
会
し
聾
而
鼓
［
家
語
］
非
二
其
人
一
告
し
之
弗
レ
聴
。
（
以
下
省
略
）
↓
①

〈
釦
〉
誤
鳴
二
進
鼓
一
［
晋
書
］
桓
温
伐
レ
蜀
。
蜀
参
軍
戦
没
。
衆
催
欲
し
退
。
鼓
吏
’
’
二
ｌ
｜
・
蜀
衆
大
潰
。
↓
③

，
ン
」
０

客
の
曰
く
、
ヨ
鼓
吹
』
の
名
何
の
題
す
る
所
ぞ
。
夫
れ
、
①
聾
を
会
へ
て
鼓
す
る
が
如
し
と
は
、
其
の
人
に
非
ら
ず
し
て
之
れ
を

告
ぐ
れ
ば
聴
か
ざ
る
所
以
な
り
。
②
漸
希
漸
大
、
声
壼
き
て
、
方
に
一
通
其
の
鼓
つ
こ
と
三
下
に
至
る
は
衆
を
集
む
る
の
法
な
り
。

③
誤
り
て
進
鼓
を
鳴
ら
し
、
蜀
兵
潰
ゆ
る
者
は
晋
の
桓
公
が
運
な
り
。
④
元
部
、
義
戦
を
拒
む
。
退
鼓
を
打
ち
て
止
む
者
は
宋
の
魯

は
か
り
ご
と

秀
が
権
な
り
。
⑤
天
鼓
は
即
ち
召
神
の
術
。
⑥
敗
鼓
は
医
家
の
貯
へ
な
り
。
又
云
ふ
、
⑦
塊
吹
と
は
天
籟
な
り
。
⑧
横
吹
と
は

胡
楽
な
り
。
⑨
洞
箭
を
吹
き
、
兼
茄
を
吹
く
。
戒
、
騒
人
の
感
慨
を
興
す
。
⑩
詩
の
篇
に
も
亦
た
云
ふ
、
笙
を
吹
き
篝
を
鼓
す
と
。

⑪
或
し
夫
れ
北
狄
の
軍
に
鼓
吹
の
楽
有
り
、
楚
の
威
王
に
鼓
吹
の
曲
有
り
、
⑫
三
都
二
京
の
賦
を
以
て
五
経
の
鼓
吹
と
名
づ
く
る
者

は
孫
緯
な
り
。
⑬
禾
田
の
鳴
蛙
賞
し
て
両
部
の
鼓
吹
と
為
す
る
者
は
孔
珪
な
り
。
⑭
極
刑
の
声
を
喜
ん
で
打
肉
の
鼓
吹
と
名
く
る
者

は
唐
の
李
匡
な
り
。
⑮
黄
鴎
の
啼
く
を
聴
ひ
て
詩
腸
の
鼓
吹
と
為
す
る
者
は
宋
の
戴
願
な
り
。
若
し
将
た
別
に
拠
有
る
か
。
」
と
。

余
、
晒
然
と
し
曰
く
、
「
臆
、
子
壼
ぞ
類
証
の
繁
き
や
。
吾
が
腐
才
外
に
名
を
取
る
こ
と
を
得
ず
。
無
量
寿
経
に
曰
く
『
鼓
法
鼓
、

吹
法
螺
』
と
。
斯
れ
即
ち
法
説
の
謂
ひ
。
寧
ろ
是
れ
な
ら
ず
と
せ
ん
や
。
子
が
為
に
之
れ
を
言
ふ
。
子
が
請
を
蔽
ふ
に
足
れ
り
。
」
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〈
犯
〉
打
二
退
鼓
［
又
］
（
↑
直
前
の
用
例
は
宋
史
）
元
部
自
拒
二
義
軍
。
力
戦
将
レ
克
。
魯
秀
’
二
１
１
｜
乃
止
。
↓
④

〈
伽
〉
天
鼓
［
抱
朴
］
（
省
略
）
［
附
類
説
］
学
し
道
須
三
鳴
レ
ー
’
’
一
以
召
二
衆
神
一
。
（
以
下
省
略
）
↓
⑤

〈
“
〉
敗
鼓
［
韓
進
学
解
］
１
１
１
之
皮
。
↓
⑥

次
は
『
五
車
韻
瑞
』
巻
六
「
吹
」
の
用
例
か
ら
で
あ
る
。
番
号
は
先
と
同
様
で
あ
る
が
、
〈
冒
頭
〉
と
し
て
あ
る
の
は
、
項
目
の
一
番

最
初
に
掲
げ
ら
れ
る
音
注
に
含
ま
れ
た
故
事
で
あ
る
由
を
示
す
。

〈
冒
頭
〉
［
詩
鹿
鳴
］
’
し
笙
鼓
レ
篝
。
（
以
下
省
略
）
↓
⑨

〈
皿
〉
横
吹
［
後
漢
班
超
伝
］
（
省
略
）
［
注
］
胡
楽
也
。
↓
⑧

〈
Ⅳ
〉
大
塊
ｌ
吹
［
李
白
］
天
籟
何
参
差
。
噴
然
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
。
↓
⑦

（
５
）

⑩
以
下
は
、
二
文
字
合
せ
た
「
鼓
吹
」
自
体
の
用
例
と
な
る
の
で
、
『
五
車
韻
瑞
』
を
離
れ
る
。
「
鼓
」
の
部
位
に
お
い
て
は
、
故
事
の

配
列
順
も
ほ
ぼ
「
五
車
韻
瑞
』
に
等
し
く
、
「
三
部
鼓
吹
ノ
序
引
」
と
の
依
拠
関
係
を
明
瞭
に
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
手
法
は

序
賊
に
止
ま
ら
ず
、
本
編
の
注
釈
に
も
摘
要
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
筆
者
が
旧
稿
「
堪
忍
記
の
性
格
」
二
近
世
文
菫
弱
号
）
に
引
用
す
る

『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』
の
「
堪
忍
」
の
注
も
同
様
で
あ
る
。
近
年
、
件
の
「
堪
忍
」
の
注
に
記
さ
れ
る
「
百
忍
図
』
を
『
堪
忍
記
」
周
辺
の

書
籍
と
し
て
指
摘
す
る
論
考
が
発
表
さ
れ
た
が
、
「
百
忍
図
」
の
書
名
は
『
五
車
韻
瑞
』
か
ら
故
事
と
共
に
抜
粋
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
『
百

忍
図
』
自
体
が
了
意
の
机
上
に
有
り
得
た
わ
け
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。

さ
て
、
内
容
に
立
ち
入
る
と
、
述
べ
る
と
こ
ろ
は
極
め
て
単
純
明
瞭
で
あ
る
。
ま
ず
「
客
」
の
詰
問
は
、
仏
書
と
関
係
の
な
い
「
鼓
吹
」

の
語
を
な
ぜ
書
名
に
使
用
す
る
の
か
、
件
の
二
文
字
の
本
義
を
述
べ
て
是
非
を
問
う
も
の
。
こ
れ
に
対
す
る
了
意
の
応
答
は
、
肩
透
か
し

に
近
い
仕
方
で
、
大
雑
把
に
要
を
取
れ
ば
「
わ
た
く
し
了
意
に
お
い
て
は
、
そ
ん
な
難
し
い
謂
わ
れ
は
知
ら
ず
、
た
だ
一
大
経
」
の
二
句

に
依
っ
て
い
る
だ
け
で
す
よ
。
」
と
の
意
に
な
る
。
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（
６
）

了
意
は
、
仏
書
の
編
集
に
際
し
て
日
本
の
説
話
を
拒
絶
し
た
。
こ
れ
は
、
旧
稿
に
述
べ
る
事
柄
で
は
あ
る
が
、
後
節
の
便
宜
の
た
め
、

未
報
告
の
事
例
を
以
て
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。

し
か
し
、
『
無
量
寿
経
』
の
引
用
を
見
れ
ば
、
了
意
の
カ
ラ
ク
リ
は
、
は
ら
り
と
綻
び
を
見
せ
る
。
つ
ま
り
、
『
無
量
寿
経
』
の
本
文

、

、

、

は
「
叩
法
鼓
、
吹
法
螺
」
と
記
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
了
意
が
引
用
す
る
「
鼓
法
鼓
、
吹
法
螺
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
か
り
に
霊
臺

寿
経
」
に
準
拠
し
た
と
す
る
な
ら
「
叩
吹
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
当
の
『
無
量
寿
経
鼓
吹
」
に
引
用
さ
れ
る
『
無
量
寿
経
』
の

、

、

本
文
は
「
叩
法
鼓
、
吹
法
螺
」
と
あ
る
か
ら
、
了
意
の
「
序
引
」
は
ず
い
ぶ
ん
と
無
理
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
「
鼓
吹
」
の
語
は
、
『
法
華
経
」
に
お
い
て
も
求
法
、
説
法
を
表
示
す
る
。
だ
が
、
『
無
量
寿
経
』
中
の
二
句
の
頭
を
取
っ

て
「
鼓
吹
」
と
は
な
り
え
な
い
。
と
す
れ
ば
、
「
鼓
吹
」
の
二
文
字
は
最
初
か
ら
「
説
法
」
ひ
い
て
は
「
直
談
」
の
言
い
換
え
と
し
て
用

意
さ
れ
て
い
て
、
『
無
量
寿
経
』
の
具
体
的
な
用
例
な
ど
、
後
か
ら
取
っ
て
付
け
た
だ
け
の
も
の
、
と
し
て
理
解
さ
れ
て
く
る
。

つ
ま
り
、
は
じ
め
か
ら
外
典
に
典
拠
を
求
め
る
こ
と
の
方
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
示
唆
さ
れ
る
事

柄
は
、
内
典
・
外
典
の
双
方
に
典
拠
を
有
し
、
か
つ
新
鮮
で
強
い
印
象
を
与
え
る
書
名
を
考
案
せ
ん
と
す
る
、
プ
ロ
の
作
家
た
る
浅
井
了

意
の
苦
心
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
「
三
部
経
鼓
吹
」
の
み
な
ら
ず
、
仏
書
で
あ
る
表
示
の
「
法
林
」
と
、
世
に
知
ら
れ
る
「
樵
談
」
の
名
と

を
合
せ
る
『
法
林
樵
談
』
の
存
在
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
よ
う
か
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
三
部
鼓
吹
の
序
引
」
に
も
う
一
つ
注
目
を
要
す
る
点
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
波
線
部
の
「
類
証
」
な
る
語
で
あ
り
、
ま

た
「
繁
き
」
程
に
故
事
を
引
く
理
由
で
あ
る
。
そ
こ
に
注
目
し
つ
つ
次
節
に
移
り
た
い
。

三
、
片
仮
名
本
『
因
果
物
語
」
の
摂
取
を
め
ぐ
っ
て
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山
、
又
ハ
肥
後
ノ
国
ノ
安
曽
等
、
ミ
ナ
孤
独
地
獄
ア
リ
ト
云
う
。

実
は
、
右
の
波
線
部
に
類
似
す
る
行
文
が
、
平
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
巻
三
’
十
四
「
生
な
が
ら
地
獄
に
沈
み
し
出
家
の
事
」
に
見
ら

れ
る
（
以
下
は
大
阪
女
子
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
本
。
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。
）
。

三
に
孤
独
ぢ
ご
く
と
て
、
日
本
に
て
は
、
は
こ
ね
、
あ
さ
ま
、
う
ん
せ
ん
、
其
外
ひ
ろ
野
、
海
辺
、
み
な
こ
れ
あ
り
。

若
干
の
相
違
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
結
び
の
「
み
な
～
あ
り
」
に
至
る
ま
で
近
似
し
て
お
り
、
平
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
を
仏
書
ふ

う
に
増
補
・
文
体
変
更
を
す
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
『
無
量
寿
経
鼓
吹
」
の
記
述
に
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
こ
れ
に
対
応
す
る
片
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
巻
上
’
十
三
に
お
い
て
は
、
た
だ
肥
前
と
那
須
の
「
地
獄
」
の
説
話
を
列
ね
る
だ

け
で
、
「
孤
独
地
獄
」
の
四
文
字
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
無
量
寿
経
鼓
吹
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
同
種
の
通
俗
仏

書
、
す
な
わ
ち
『
本
願
直
談
紗
」
（
正
保
四
年
刊
）
、
『
本
願
取
滴
直
談
』
（
寛
文
三
年
刊
）
、
「
仏
説
富
楼
那
紗
」
（
寛
文
年
中
刊
）
と
比
較
し
て

も
、
「
大
経
」
第
三
願
の
地
獄
の
注
釈
に
「
孤
独
地
獄
」
を
記
す
類
例
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

す
る
と
、
肥
前
や
箱
根
の
地
獄
谷
に
「
孤
独
地
獄
」
な
る
既
成
名
称
を
当
て
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
了
意
の
所
為
、
と
な
る
。
し
か
し
、

な
ぜ
か
『
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
は
「
肥
前
の
地
獄
」
も
「
那
須
の
教
伝
地
獄
」
の
説
話
も
記
さ
れ
ず
、
「
ミ
ナ
孤
独
地
獄
ア
リ
ト
云
う
」

（
７
）

さ
て
、
平
仮
名
本
『
因
果
物
語
」
の
作
者
を
浅
井
了
意
な
り
と
す
る
説
が
あ
る
。
実
を
い
う
と
、
了
意
の
仏
書
に
も
、
そ
の
徴
証
と
思

し
き
一
節
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
無
量
寿
経
鼓
吹
』
巻
九
’
十
「
孤
独
獄
之
説
」
。
一
見
、
変
っ
た
名
称
だ
が
、
指
す
と
こ
ろ
は
今
日
観
光

名
所
と
も
な
る
所
謂
「
地
獄
谷
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
教
理
的
位
置
付
け
を
与
え
る
た
め
に
当
て
ら
れ
た
既
成
の
仏
教
語
で
あ
る
。
比
較
的

短
い
条
な
の
で
、
次
に
こ
れ
を
引
用
し
た
い
。

ウ
タ
タ

ハ
転
軽
シ
ト
云
う
。
寿
モ
亦
不
定
ナ
リ
ト
因
本
経
ノ
説
。
本
朝
ニ
モ
或
ハ
豆
州
ノ
筥
根
山
、
或
ハ
奥
州
ノ
外
ノ
浜
、
又
ハ
肥
前
国
ノ
雲

三
ニ
ハ
孤
独
地
獄
是
レ
閻
浮
人
間
ノ
中
、
諸
処
二
在
り
。
或
ハ
曠
野
山
間
、
或
ハ
海
畔
中
二
在
リ
テ
、
八
万
四
千
座
ア
リ
。
苦
報I
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作
品
全
体
の
印
象
は
、
『
伽
脾
子
』
よ
り
は
る
か
に
精
彩
に
乏
し
く
、
ネ
タ
切
れ
の
感
を
禁
じ
得
な
い
。
そ
う
し
た
印
象
を
与
え
る
元

凶
は
、
誰
の
目
に
も
典
拠
が
わ
れ
る
、
使
い
古
さ
れ
た
唱
導
材
の
援
用
と
思
し
き
数
話
が
含
ま
れ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
そ
の
顕
著

な
例
と
し
て
、
以
下
の
三
話
を
挙
げ
た
い
。

（
１
）
巻
一
’
六
北
条
甚
五
郎
出
家

梗
概
北
条
甚
五
郎
が
死
去
の
後
、
地
獄
に
堕
ち
、
地
獄
め
ぐ
り
を
す
る
。
そ
こ
で
、
①
母
の
獄
苦
、
②
生
餌
に
し
た
犬
の
怨
み
、

④
亡
き
人
に
再
会
し
回
向
を
依
頼
さ
れ
る
（
「
し
る
し
」
に
笄
を
貰
う
）
等
の
諸
事
に
遭
遇
し
、
④
「
大
い
な
る
穴
に
行

が
衝
り
（
中
略
）
落
つ
る
と
お
ぼ
え
て
」
蘇
生
す
る
。
後
に
、
廻
国
の
修
行
者
と
な
っ
た
。

本
節
よ
り
、
了
意
の
仮
名
草
子
を
視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い
。
怪
異
小
説
集
『
狗
張
子
』
（
元
禄
五
年
刊
）
は
、
元
禄
四
年
の
了
意
遷
化

（
８
）

を
伝
え
る
遺
稿
出
版
で
あ
っ
た
。
本
書
の
典
拠
は
、
既
に
冨
士
昭
雄
氏
、
江
本
裕
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
こ
に
立
ち
現
れ
る

『
狗
張
子
』
特
徴
は
、
『
本
朝
故
事
因
縁
集
』
『
武
者
物
語
』
『
武
者
物
語
之
抄
』
等
を
典
拠
と
す
る
、
『
伽
蝉
子
』
の
時
点
に
は
見
ら
れ
な

と
い
う
、
い
か
に
も
思
わ
せ
ぶ
り
な
言
葉
で
筆
が
止
め
ら
れ
る
。
同
じ
鼓
吹
物
で
も
、
そ
の
追
随
者
必
夢
の
『
七
観
音
霊
験
鼓
吹
』
（
元

禄
八
年
刊
）
に
至
る
と
、
譽
嶮
因
縁
談
の
地
位
を
獲
得
し
て
、
二
話
全
き
形
で
収
載
さ
れ
る
（
巻
一
’
六
六
～
七
）
の
に
、
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
日
本
の
説
話
を
厳
格
に
忌
避
す
る
、
経
典
注
釈
に
お
け
る
了
意
の
姿
勢
が
は
っ
き
り
と
明
示
さ
れ
る
。
ま
た
同
時
に
、
こ
れ

は
追
随
者
必
夢
と
の
大
い
な
る
断
層
に
も
相
当
す
る
事
柄
で
も
あ
っ
た
。

い
日
本
の
説
話
の
顕
在
化
で
あ
る
。

四
、
『
狗
張
子
』
の
一
話
か
ら
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考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
（
１
）
は
典
型
的
な
回
獄
蘇
生
謹
で
あ
り
、
そ
の
類
話
は
『
伽
蝉
子
』
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
『
伽
蝉
子
』
巻
四
’
一
「
地

獄
を
見
て
蘇
」
は
、
地
獄
巡
り
だ
け
で
な
く
、
き
わ
め
て
辛
辣
な
批
判
精
神
を
吐
露
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
狗
張
子
」
と
は
自
ず
と
性
格

を
異
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
『
狗
張
子
』
は
有
名
な
説
話
を
継
ぎ
剥
ぎ
す
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
右
の
梗
概
に
①
と
し
た
も

の
は
、
絵
解
き
文
化
圏
に
も
及
ぶ
、
か
の
目
蓮
救
母
説
話
お
よ
び
そ
の
類
話
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
の
②
は
、
一
法
苑
珠
林
」
・

「
太
平
広
記
』
に
記
さ
れ
る
遂
安
公
の
説
話
で
あ
る
。
直
接
の
依
拠
関
係
を
除
け
ば
『
冥
報
記
」
や
、
わ
が
国
の
「
今
昔
物
語
集
」
巻
九

を
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
鼓
吹
物
の
分
野
で
は
必
夢
の
『
七
観
音
霊
験
鼓
吹
』
に
も
見
ら
れ
る
。
最
後
の
④
に
至
っ
て
は
、

も
は
や
中
国
典
拠
を
探
る
必
要
も
な
く
、
わ
が
国
の
室
町
時
代
物
語
に
も
見
ら
れ
る
類
で
あ
る
。

し
か
し
、
②
．
③
お
よ
び
④
の
笄
を
貰
う
話
の
、
三
要
素
を
同
時
に
合
せ
持
つ
説
話
と
な
る
と
「
広
異
記
」
の
「
鄙
成
」
（
「
太
平
広
起

巻
三
八
一
に
収
め
ら
れ
る
）
が
、
一
番
近
し
い
内
容
と
な
る
。
ま
た
件
の
説
話
は
、
了
意
作
の
『
法
林
樵
談
』
巻
一
’
九
に
も
収
載
さ
れ
る
。

『
法
林
樵
談
」
は
概
ね
『
太
平
広
記
」
を
典
拠
と
す
る
の
で
、
本
話
も
『
太
平
広
記
」
を
出
典
と
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
狗
張
子
』

の
件
の
一
話
は
、
「
郁
成
」
説
話
（
乗
平
広
誕
）
を
直
接
の
典
拠
と
し
て
、
各
々
有
名
な
説
話
を
再
度
縫
合
し
直
し
て
書
か
れ
も
の
、
と

（
２
）
巻
四
’
九
母
に
不
孝
の
子
狗
と
な
る
事

梗
概
虐
待
さ
れ
る
老
母
に
、
隣
家
か
ら
恵
ま
れ
た
鯉
の
あ
っ
も
の
を
奪
い
、
そ
の
現
報
で
狗
と
な
っ
た
。

（
３
）
巻
四
’
十
不
孝
の
子
雷
に
う
た
る

梗
概
裕
福
な
兄
は
老
母
の
扶
養
を
嫌
が
り
、
貧
し
い
弟
と
十
日
づ
つ
分
け
て
養
う
こ
と
に
し
た
。
あ
る
時
、
弟
方
で
は
遂
に
食

事
に
こ
と
欠
き
、
老
母
は
や
む
な
く
樫
貧
な
兄
の
家
へ
行
く
。
し
か
し
、
兄
夫
婦
は
こ
れ
を
拒
絶
し
た
た
め
、
落
雷
の
現
報

事
に
こ
と
欠
き
、
七

を
受
け
て
死
ん
だ
。
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ま
ず
、
「
鯉
の
あ
っ
も
の
」
は
、
了
意
作
の
『
父
母
恩
重
経
話
談
抄
』
巻
三
の
「
朱
緒
」
の
説
話
に
近
似
の
内
容
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
（
出
典
付
を
「
勧
善
書
に
み
ゆ
」
と
す
る
）
。
す
な
わ
ち
、
老
母
を
虐
待
し
た
上
、
病
身
と
な
っ
た
老
母
の
所
望
す
る
「
菰
菜
の
あ
っ
も

の
」
を
も
奪
い
取
っ
た
た
め
、
俄
か
に
吐
血
し
て
死
ぬ
現
報
を
受
け
る
、
と
い
う
内
容
。

食
物
と
い
う
点
で
は
、
同
じ
く
了
意
作
の
『
善
悪
因
果
経
直
解
』
巻
一
「
嘉
靖
時
順
天
府
民
」
云
々
の
一
条
（
邇
吉
錘
に
拠
る
）
も

注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
病
身
の
母
の
た
め
に
「
猪
胄
」
を
求
め
た
が
、
妻
は
こ
れ
を
与
え
ず
「
産
衣
」
を
食
べ
さ
せ
た
た
め
、
口
か
ら

蛇
の
尾
が
出
て
、
こ
れ
に
打
ち
殺
さ
れ
る
と
い
う
現
報
謹
。

ま
た
、
「
狗
と
な
る
」
点
に
お
い
て
は
、
同
じ
く
『
善
悪
因
果
経
直
解
』
巻
一
に
、
盲
目
の
母
に
犬
の
糞
を
喰
わ
せ
た
妻
が
「
狗
」
と

な
る
説
話
（
「
買
耽
為
一
滑
州
節
度
使
一
」
云
々
）
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
に
至
っ
て
は
、
話
の
筋
よ
り
標
題
「
不
孝
の
子
の
雷
に
う
た
る
」
が
こ
の
種
の
説
話
の
典
型
を
示
し
て
い
る
。
不
孝
と
雷
諌
の

モ
チ
ー
フ
は
も
は
や
枚
挙
に
い
と
ま
な
く
、
了
意
の
著
作
だ
け
で
も
『
堪
忍
記
』
巻
三
、
『
無
量
寿
経
鼓
吹
』
巻
二
十
八
’
四
等
が
あ
る
。

ま
た
周
辺
の
仏
書
で
は
、
『
合
類
大
因
縁
集
」
巻
十
一
’
三
十
、
玄
貞
の
更
母
恩
重
経
鼓
吹
」
巻
二
’
八
な
ど
、
多
数
の
類
例
を
み
る
。

つ
ま
り
、
（
１
）
～
（
３
）
は
極
め
て
有
名
な
唱
導
材
の
使
い
回
し
に
す
ぎ
ず
、
精
彩
を
欠
く
話
の
典
型
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
種
の
話
の
混
入
は
、
『
狗
張
子
」
に
『
伽
蝉
子
』
よ
り
一
層
濃
厚
、
か
つ
安
直
な
意
味
で
の
唱
導
色
を
添
加
す
る
結
果
を
も
招
い
た

次
に
（
２
）
は
、
冨
士
氏
の
ご
指
摘
に
な
る
『
本
朝
故
事
因
縁
集
」
巻
五
’
一
四
二
を
直
接
の
典
拠
と
し
、
ま
た
そ
の
類
話
に
、
同
氏

が
合
せ
て
ご
指
摘
に
な
る
『
鑑
草
』
巻
一
’
一
四
が
あ
る
。
な
お
、
了
意
の
仏
書
中
か
ら
筆
者
が
検
索
し
得
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ

こ
と
に
な
る
。

る
0

さ
て
、
以
上
の
例
に
類
し
な
が
ら
も
、
少
々
性
格
を
異
に
す
る
と
思
わ
れ
る
一
話
に
目
を
転
じ
た
い
。
そ
れ
は
『
狗
張
子
」
巻
一
’
五

ノ
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「
買
誼
が
こ
と
葉
」
を
了
意
の
仏
書
中
に
求
め
る
と
『
仏
説
十
王
経
直
談
』
巻
二
’
二
十
五
に
行
き
あ
た
る
。
ま
た
、
件
の
一
条
は
、

そ
の
前
後
を
伴
っ
て
あ
る
書
物
か
ら
丸
取
り
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
巻
二
’
二
十
「
不
信
因
果
ノ
弁
」
、
二
十
一
「
儒

流
、
地
獄
天
堂
ノ
説
ヲ
破
ス
井
答
釈
」
、
二
十
二
「
趙
文
昌
死
シ
テ
周
ノ
武
帝
及
ビ
白
起
ヲ
見
テ
蘇
ル
」
、
二
十
三
「
北
周
ノ
庚
信
亀
ト
為

テ
苦
ヲ
受
ク
」
、
二
十
四
「
王
荊
公
ガ
子
雰
獄
苦
ヲ
受
ク
」
、
二
十
五
「
梁
ノ
元
帝
砂
目
ノ
事
実
」
の
五
条
で
あ
る
。

（
９
）

右
の
五
条
は
旧
稿
に
述
べ
る
ご
と
く
、
和
刻
本
仏
書
「
帰
元
直
指
集
」
（
寛
永
二
十
年
和
刻
・
村
上
平
楽
寺
刊
本
）
の
第
四
十
九
条
「
地
獄

輪
廻
異
類
ノ
説
、
儒
典
二
出
タ
リ
」
を
典
拠
と
す
る
。
便
宜
上
、
本
稿
に
も
件
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
冒
頭
か
ら
①
趙
文
昌
の
廻
獄
蘇
生
、
②
庚
信
の
堕
地
獄
（
九
頭
の
亀
と
な
る
）
、
③
王
荊
公
の
息
子
の
堕
地
獄
（
獄
苦
に
苦
し
む
息

「
島
村
蟹
」
の
一
話
で
あ
る
。
件
の
内
容
は
「
平
家
蟹
」
の
説
話
と
し
て
親
し
ま
れ
る
も
の
で
、
直
接
の
典
拠
は
『
本
朝
故
事
因
縁
集
』

巻
二
’
四
十
六
を
典
拠
と
す
る
（
前
掲
、
冨
士
氏
の
ご
論
考
）
。
こ
れ
を
典
拠
と
比
較
す
る
と
、
先
に
見
た
例
よ
り
も
安
直
で
、
典
拠
の
ま

る
写
し
に
近
い
。
僅
か
に
、
和
歌
一
首
を
挿
入
す
る
が
、
そ
れ
と
て
も
「
藻
塩
草
』
で
「
蟹
」
の
項
を
引
け
ば
、
す
ぐ
に
得
ら
れ
る
類
で

あ
る
。だ

が
、
本
話
に
は
も
う
一
つ
、
位
相
を
異
に
す
る
付
会
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
本
話
最
終
の
行
文
「
化
し
て
異
類
と
な
る
と
、
買
誼

が
こ
と
葉
空
し
か
ら
ず
や
」
の
一
文
で
あ
る
。
実
を
い
う
と
、
こ
れ
は
了
意
の
鼓
吹
物
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
行
文
で
も
あ
る
。
た
し

か
に
、
こ
の
行
文
と
て
、
自
ら
が
知
る
知
識
を
ち
ょ
っ
と
添
え
た
だ
け
の
安
直
な
付
会
に
過
ぎ
ぬ
、
と
の
理
解
も
可
能
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
仏
書
に
お
け
る
件
の
引
用
の
位
相
お
よ
び
典
拠
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
思
わ
ぬ
問
題
が
提
示
さ
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

五
、
「
實
誼
が
こ
と
葉
」
の
典
拠
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『
仏
説
十
王
経
直
談
』
は
、
故
事
説
話
の
配
列
も
『
帰
元
直
指
集
』
と
同
じ
で
、
依
拠
関
係
は
明
白
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
利
用

す
る
こ
と
－
度
な
ら
ず
、
『
善
悪
因
果
経
直
解
』
『
孟
蘭
盆
経
疏
新
記
直
講
』
に
も
ま
た
同
一
の
記
事
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
「
責
誼
が

こ
と
葉
」
を
含
む
一
連
の
儒
仏
論
は
、
了
意
が
最
も
特
意
と
し
た
ネ
タ
の
一
つ
、
と
し
て
理
解
す
る
他
は
な
い
。

し
か
し
、
了
意
が
『
帰
元
直
指
集
』
か
ら
継
承
し
た
も
の
は
、
話
材
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
か
の
書
か
ら
継
承
し
得
た
第
一
は
、
故
事

説
話
群
儒
仏
論
の
た
め
の
「
証
」
と
し
て
引
用
す
る
手
法
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
了
意
作
の
故
事
集
『
新
語
園
實
天
和
二
年
刊
）
の
自
序

Ｉ

で
は
、
倣
う
と
こ
ろ
の
『
語
園
』
に
対
し
「
本
牒
二
巻
、
皆
出
証
を
置
く
。
墓
と
に
是
れ
細
鈎
深
き
を
釣
る
の
謂
か
。
」
（
原
漢
文
）
の
賛
辞

お
ぎ
ろ

を
お
く
る
。
ま
た
、
同
じ
く
自
作
の
因
縁
集
『
法
林
樵
談
』
の
自
序
に
は
、
「
夫
れ
、
縣
世
新
旧
制
作
人
謬
し
。
章
疏
伝
記
の
顎
、
三
教
内

外
の
書
、
編
彙
、
積
峡
、
或
は
約
省
虚
乏
、
或
は
出
証
を
置
か
ず
。
殆
ど
道
に
聴
ひ
て
塗
に
説
が
如
し
。
童
蒙
、
や
や
も
す
れ
ば
惑
ひ
認

か
る
。
」
（
原
漢
文
）
と
、
既
成
仏
書
の
問
題
点
を
摘
出
す
る
。

右
の
二
例
が
共
に
問
題
と
す
る
の
は
、
「
出
証
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
「
引
証
」
の
語
の
辞
書
的
な
意
味
を
と
れ
ば
、
他
の
説
を

引
い
て
自
説
の
証
拠
と
す
る
こ
と
、
と
な
る
。
こ
れ
を
、
『
帰
元
直
指
集
』
に
則
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
鳴
呼
、
儒
書
に
紀
し

子
の
霊
を
見
る
）
、
④
梁
の
武
帝
へ
の
託
生
（
砂
目
の
僧
が
託
生
し
て
梁
の
武
帝
と
な
る
）
、
⑤
萢
祖
禺
へ
の
託
生
（
劉
禺
が
託
生
し
て
萢
祖
禺
と
な

る
）
と
、
五
つ
の
説
話
が
並
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
続
け
て
「
蒙
求
、
事
文
類
聚
等
の
書
物
を
見
ず
や
」
と
し
、
羊
枯
・
飽
韻
の
故
事
お
よ

び
向
靖
の
娘
の
故
事
を
載
せ
て
「
儒
家
の
書
、
固
と
に
輪
廻
の
説
有
り
」
と
、
し
め
括
る
。
さ
ら
に
、
「
随
書
に
李
士
謙
が
曰
く
、
鰈
化

し
て
能
と
為
る
」
（
原
漢
文
）
以
下
、
「
～
化
し
て
ｌ
と
為
る
」
の
記
述
を
全
部
で
十
二
例
連
ね
、
先
と
同
様
に
「
鳴
呼
、
儒
書
に
紀
し
載

す
る
は
此
く
の
如
し
。
釈
氏
瓶
め
て
此
の
説
を
為
す
に
非
ら
ず
。
」
と
し
め
く
く
り
、
さ
ら
に
故
事
引
用
が
続
く
。
そ
し
て
、
そ
の
次
の

し
め
く
く
り
に
お
い
て
、
今
問
題
と
す
る
「
買
誼
が
曰
く
、
化
し
て
異
類
と
為
る
、
亦
た
何
ぞ
患
る
に
足
ら
ん
」
の
文
言
が
登
場
す
る
の

で
あ
る
。
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了
意
仏
書
に
見
る
厳
格
な
忌
避
の
姿
勢
は
、
追
随
者
た
ち
に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
て
い
っ
た
。
旧
来
よ
り
経
典
注
釈
の
領
域
で
は
、
天
台

宗
の
直
談
で
す
ら
日
本
の
説
話
を
引
く
の
が
常
で
あ
り
、
む
し
ろ
了
意
の
方
が
異
質
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
草
子
作
家
に
前
歴
を
も
つ
こ
と

に
よ
る
一
種
の
遠
慮
な
の
か
、
は
た
ま
た
プ
ロ
作
家
ゆ
え
の
計
算
高
い
所
行
で
あ
っ
た
の
か
。
推
論
の
余
地
は
幾
通
り
か
用
意
さ
れ
て
い

よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
根
本
は
、
長
く
寺
務
の
実
際
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
と
も
す
れ
ば
机
上
の
慈
蓄
に
傾
斜
し
が
ち
な
姿
勢
を
、

「
買
誼
が
こ
と
葉
」
の
典
拠
を
知
る
今
、
〈
中
国
の
書
物
に
記
さ
れ
る
説
話
〉
と
〈
日
本
の
巷
間
説
話
〉
の
対
時
が
、
仏
書
の
領
域
を

超
え
て
『
狗
張
子
』
の
問
題
と
し
て
顕
在
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

載
す
る
は
此
く
の
如
し
」
と
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
権
威
あ
る
出
典
名
を
付
し
て
故
事
説
話
を
引
用
す
る
行
為
、
と
な
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
範
囑
を
超
え
て
、
説
教
の
作
法
書
『
説
法
式
要
」
（
延
宝
四
年
刊
）
に
お
い
て
も
「
倭
書
双
紙
の
詞
、
証
拠
に
引
く
に
足

ら
ず
。
但
し
又
、
日
本
紀
及
び
祖
師
の
会
釈
は
何
ぞ
捨
つ
く
き
」
（
原
漢
字
片
仮
名
文
）
と
の
指
南
が
な
さ
れ
る
。
す
る
と
、
二
つ
の
自
序

に
述
べ
る
「
出
証
」
と
は
、
故
事
説
話
を
引
用
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
極
端
に
い
う
と
、
し
か
る
べ
き
出
典
名
を
明
記
す
る
行
為
そ

の
も
の
を
指
し
示
す
と
換
言
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
、
先
に
見
た
『
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
お
い
て
、
雲
山
・
那
須
の
教
伝
地
獄
を
忌
避
し
た
理
由
が
明
瞭
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
そ

れ
ら
は
「
倭
書
双
紙
」
の
世
界
で
展
開
さ
れ
る
べ
き
説
話
で
あ
っ
て
、
「
引
証
」
た
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
狗
張
子
」
は
そ

の
逆
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
「
倭
書
双
紙
」
の
世
界
に
封
印
す
る
た
め
の
理
論
的
根
拠
が
、
逆
に
「
倭
書
双
紙
」
に
混
入
・
同
居
す
る
に
至

の
逆
で
あ
る
。
之

っ
た
の
で
あ
る
。

六
、
必
夢
の
鼓
吹
物
と
そ
の
前
夜
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当
人
の
内
に
形
成
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
帰
着
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
若
き
日
を
諸
大
寺
の
順
錫
に
暮
し
、
田
舎
な
が
ら
も
自
坊
と
檀
家
を
有
す
る
必
夢
に
お
い
て
は
、
了
意
的
姿
勢
を
継
承

す
る
必
要
は
全
く
な
か
っ
た
と
見
て
よ
い
。
必
夢
の
鼓
吹
物
こ
そ
が
、
片
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
、
民
間
唱
導
圏
の
色

彩
濃
厚
な
説
話
群
を
多
数
収
載
す
る
代
表
例
な
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
必
夢
の
著
述
は
、
因
縁
談
だ
け
で
な
く
、
そ
の
注
に
至
る
ま
で
了
意
の
仏
書
を
利
用
す
る
、
完
全
な
模
倣
追
随
の
作
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
自
ず
と
そ
こ
に
生
じ
た
も
の
は
、
純
粋
な
古
き
直
談
の
継
承
発
展
で
あ
る
筈
も
な
く
、
単
純
な
新
旧
の
混
在
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
そ
う
し
た
必
夢
的
〈
新
旧
の
混
在
〉
も
、
必
夢
以
前
か
ら
少
し
づ
つ
始
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
必
夢
と
同
じ
浄
土
宗
の
松
誉
の
作
『
臨
終
要
央
鼓
吹
」
（
貞
享
四
年
刊
）
で
あ
る
。
件
の
書
の
因
縁
談
の
多
く
は
、
「
合
類
大

因
縁
集
』
を
直
接
の
典
拠
と
し
て
お
り
、
［
臨
終
要
央
鼓
吹
↓
合
類
大
因
縁
集
］
の
形
式
で
一
覧
に
す
る
と
次
の
と
お
り
に
な
る
。

巻
一
’
十
八
明
祐
律
師
ノ
事
↓
巻
六
’
一
巻
一
’
十
九
張
鍾
埴
ノ
臨
終
↓
巻
二
’
十
八

巻
－
１
廿
九
刑
王
ノ
夫
人
浄
土
ヲ
見
ル
↓
巻
二
’
三
巻
二
’
五
魏
ノ
世
子
ノ
女
浄
業
ヲ
感
ズ
↓
巻
一
’
一

巻
二
’
六
随
ノ
高
浩
象
浄
花
ヲ
感
ズ
↓
巻
一
’
二
巻
二
’
七
井
州
ノ
僧
感
ノ
伝
↓
巻
一
’
三

巻
二
’
十
三
老
公
宅
ヲ
造
リ
テ
死
を
知
ラ
ザ
ル
事
↓
巻
十
’
十
巻
二
’
十
七
紹
明
法
師
臨
終
ノ
悪
相
↓
巻
九
’
一

巻
二
’
十
八
濾
之
臨
終
ノ
鬼
↓
巻
九
’
二
巻
二
１
冊
六
阿
弥
陀
魚
ノ
事
↓
巻
二
’
五

巻
二
１
冊
七
雄
俊
往
生
ノ
伝
↓
巻
二
’
十
九
巻
三
’
十
三
目
蓮
外
道
ノ
為
二
殺
サ
ル
↓
巻
十
二
’
七

巻
三
’
十
九
宋
ノ
僧
規
冥
途
ヲ
見
ル
↓
巻
九
’
四
巻
三
Ｉ
廿
七
白
居
易
三
尊
ヲ
図
ス
ル
ノ
記
ノ
文
↓
巻
四
’
十
六

巻
三
１
冊
張
元
寿
弥
陀
像
ヲ
造
り
父
母
ヲ
救
う
↓
巻
四
’
九
巻
三
１
冊
七
鶏
頭
摩
寺
ノ
五
通
菩
薩
↓
巻
四
ｌ
八

巻
四
’
二
農
夫
死
想
ヲ
覚
ル
↓
巻
十
’
三
巻
四
’
三
薄
狗
羅
少
苦
↓
巻
三
１
冊
六
の
五
行
目
ま
で
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浮
き
立
た
せ
る
。

巻
四
’
六
冤
儲
子
ト
為
ル
↓
巻
十
ｌ
廿
六
巻
四
’
七
漢
ノ
願
倹
ガ
事
↓
巻
十
ｌ
廿
四

巻
四
’
八
四
比
丘
苦
ヲ
語
ル
↓
巻
十
ｌ
廿
三
巻
四
’
十
漢
ノ
李
夫
人
ノ
事
実
↓
巻
十
１
冊
二

巻
四
’
十
一
檀
林
皇
后
不
浄
ヲ
示
ス
↓
巻
十
１
冊
三
巻
四
’
十
七
世
親
菩
薩
内
院
往
生
↓
巻
四
’
十
七

巻
四
ｌ
廿
四
蓮
華
女
得
道
↓
巻
一
’
十
巻
四
ｌ
廿
六
仏
比
丘
二
対
シ
テ
無
常
ヲ
問
う
↓
巻
十
ｌ
廿
一

巻
四
１
冊
三
一
鬼
五
僧
ヲ
度
ス
↓
巻
一
’
十
巻
五
’
四
夫
死
シ
テ
婦
ノ
鼻
中
ノ
虫
ト
為
ル
↓
巻
九
’
十
八

巻
五
’
十
二
釈
明
詮
ノ
伝
↓
巻
六
’
十
六
巻
五
’
十
三
老
躯
杵
ヲ
磨
リ
李
白
ノ
学
成
ル
↓
巻
六
’
十
七

巻
五
’
十
四
孟
訶
ト
子
思
ト
問
答
↓
巻
六
’
十
九
巻
五
’
十
六
鉄
ヲ
亡
テ
隣
子
ヲ
疑
う
↓
巻
十
一
’
二

巻
五
’
十
七
李
広
堅
石
ヲ
射
ル
↓
巻
十
一
’
三
巻
五
’
十
八
迷
覚
ノ
臂
↓
巻
十
一
ｌ
八

巻
五
ｌ
廿
六
高
祖
病
ヲ
治
セ
シ
ム
↓
巻
十
ｌ
廿
二
巻
五
ｌ
廿
七
漢
ノ
武
帝
仙
薬
ヲ
求
ム
↓
巻
十
’
六

巻
五
ｌ
廿
九
薄
狗
羅
五
死
の
縁
↓
巻
三
１
冊
六
（
後
半
部
）
巻
五
１
冊
菩
提
樹
火
二
焼
ケ
ズ
↓
巻
七
１
冊
三

巻
六
’
十
一
読
調
ノ
行
者
往
生
ス
↓
巻
一
’
八
巻
六
’
十
二
明
贈
法
師
ノ
伝
↓
巻
－
１
冊
六

さ
て
、
右
一
覧
に
み
る
大
量
な
依
拠
関
係
は
、
「
臨
終
要
決
鼓
吹
』
に
も
ま
た
、
了
意
仏
書
の
追
随
作
と
し
て
の
位
置
付
け
を
与
え
る
。

こ
う
し
た
因
縁
談
の
中
に
、
そ
れ
ら
と
は
完
全
に
異
質
な
説
話
、
す
な
わ
ち
巻
二
ｌ
廿
三
「
妙
西
寺
ノ
縁
起
」
が
混
入
す
る
。
こ
れ
は
、

う
ぶ
女
の
説
話
に
分
類
さ
れ
る
内
容
で
、
一
度
葬
儀
を
し
た
は
ず
な
の
に
成
仏
せ
ず
苦
し
む
女
の
幽
霊
を
、
曹
洞
宗
の
和
尚
が
済
度
す
る

と
い
う
も
の
。
一
度
葬
儀
を
す
ま
せ
た
は
ず
な
の
に
、
と
い
う
筋
に
明
ら
か
で
あ
る
ご
と
く
、
臆
面
も
な
い
我
が
宗
尊
し
方
式
の
、
し
か

も
他
宗
の
檀
家
を
離
檀
さ
せ
ん
が
た
め
の
、
い
っ
て
み
れ
ば
田
舎
爺
婆
願
し
の
類
で
あ
る
。
こ
う
し
た
曹
洞
宗
の
布
教
の
実
態
は
、
す
で

（
皿
）

に
堤
邦
彦
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
注
釈
よ
り
む
し
ろ
実
地
の
布
教
、
す
な
わ
ち
民
間
唱
導
圏
の
説
話
と
し
て
の
相
貌
を
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つ
ま
り
、
『
臨
終
要
決
鼓
吹
』
は
、
日
本
の
説
話
で
し
か
も
巷
間
説
話
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
類
を
、
了
意
的
な
世
界
に
混
入
さ
せ
て
い

く
、
一
種
の
時
流
を
象
徴
的
に
語
る
資
料
と
看
倣
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
必
夢
の
全
盛
期
に
入
る
と
い
う
図
式
で
あ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
事
情
は
そ
れ
程
に
単
純
で
は
な
い
。
『
地
蔵
経
鼓
吹
」
（
元
禄

十
年
刊
）
の
践
文
に
よ
れ
ば
、
当
初
、
作
者
必
夢
は
収
載
す
べ
き
霊
験
讃
を
先
行
書
物
に
求
め
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
が
、
本
屋
か
ら
の

（
、
）

提
言
を
受
け
、
急
暹
巷
間
説
話
を
編
入
し
た
の
だ
と
い
う
。
賊
文
の
記
述
は
、
要
請
を
受
け
た
事
実
の
み
に
止
ま
る
が
、
周
辺
事
情
を
勘

案
す
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
本
屋
の
提
言
に
も
必
然
性
が
存
す
る
。

『
地
蔵
経
鼓
吹
』
の
五
年
前
に
刊
行
さ
れ
る
同
人
作
の
『
往
生
講
式
鼓
吹
』
は
、
注
の
部
分
に
至
る
ま
で
、
了
意
仏
書
を
利
用
す
る
模

（
吃
）

倣
作
で
あ
っ
た
。
す
る
と
、
了
意
仏
書
を
利
用
し
な
け
れ
ば
注
を
付
け
ら
れ
な
い
彼
が
、
全
き
追
随
者
と
し
て
了
意
に
続
く
た
め
に
は
、

了
意
に
で
き
な
か
っ
た
地
点
を
狙
い
打
ち
す
る
こ
と
の
ほ
か
手
段
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

（
過
）

幸
い
に
も
、
必
夢
に
は
親
し
く
交
遊
す
る
真
筆
な
布
教
僧
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
霊
験
利
生
を
願
う
田
舎
の
檀
家
衆
も
あ
り
、
巷
間
説
話

を
採
る
に
は
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
。
す
る
と
、
当
面
の
目
的
は
必
夢
の
仏
書
に
更
な
る
商
品
価
値
を
付
与
せ
ん
が
た

め
の
商
業
戦
術
に
有
っ
た
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

し
か
し
、
そ
の
商
業
戦
術
を
思
い
つ
く
背
景
に
は
個
人
を
超
え
た
流
行
の
変
遷
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
先
に

（
Ｍ
）

見
た
『
臨
終
要
決
鼓
吹
』
の
あ
り
方
。
二
つ
に
は
、
因
縁
集
の
領
域
に
お
い
て
、
そ
の
名
も
「
本
朝
故
事
因
縁
集
』
と
題
さ
れ
る
、
日
本

の
説
話
の
集
成
が
元
禄
二
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
件
の
本
屋
の
提
言
は
、
当
面
の
目
的
は
何
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
結
果
的
に
鼓
吹
物
の
変
質
に
拍
車
を
か
け
た
張
本
人
が
本
屋

で
あ
る
こ
と
を
語
る
、
時
代
の
証
言
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
脱
「
了
意
」
と
呼
ぶ
べ
き
時
流
は
一
層
の
進
展
を
見
せ
、

『
本
朝
故
事
因
縁
集
」
を
経
過
す
る
「
勧
化
本
朝
故
事
新
因
縁
集
』
に
至
っ
て
、
こ
と
さ
ら
当
代
の
庶
民
生
活
圏
の
説
話
が
目
立
つ
よ
う
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件
の
典
拠
『
本
朝
故
事
因
縁
集
』
と
浅
井
了
意
と
の
出
会
い
は
彼
の
最
晩
年
、
そ
の
刊
記
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
ど
ん
な
に
早
く
入
手

し
た
と
し
て
も
遷
化
の
二
年
前
の
こ
と
と
想
定
さ
れ
る
。
了
意
は
、
そ
こ
か
ら
抜
き
出
し
た
「
島
村
蟹
」
の
説
話
に
、
か
っ
て
彼
の
注
釈

書
に
「
本
朝
」
の
「
故
事
因
縁
」
を
忌
避
す
る
こ
と
を
誓
わ
せ
た
最
大
の
原
因
と
な
る
文
言
を
付
会
し
た
。

そ
の
行
為
に
こ
そ
、
了
意
に
お
け
る
、
あ
る
種
の
転
換
が
示
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
以
前
忌
避
し
た
類
に
対
し
て
、
新
た
に
位
置
付

け
を
与
え
、
積
極
的
に
取
り
込
も
う
と
す
る
姿
勢
へ
の
転
換
で
あ
る
。
そ
れ
に
至
ら
し
め
た
最
大
の
原
因
は
、
彼
の
築
き
上
げ
た
鼓
吹
物

の
世
界
が
、
斯
様
に
変
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
時
流
を
察
知
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
な
れ
ば
『
本
朝
故
事
因
縁
集
」

に
向
け
ら
れ
る
了
意
の
執
念
も
、
必
然
的
に
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
若
き
日
、
い
く
つ
か
の
典
拠
を
得
て
、
そ
れ
を
自
由
自
在
に
改

変
し
て
自
ら
の
地
位
を
築
き
上
げ
た
そ
の
時
の
よ
う
に
、
再
ぴ
か
の
書
物
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
流
を
克
服
で
き
る
か
の
よ
う

な
、
は
か
な
く
も
悲
し
い
老
人
の
幻
想
で
あ
る
。

「
狗
張
子
』
の
一
話
は
、
老
い
て
も
な
お
時
流
に
逆
ら
う
こ
と
な
く
、
そ
れ
に
着
い
て
行
こ
う
と
す
る
了
意
最
晩
年
の
活
動
を
如
実
に

反
映
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
か
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
換
言
す
る
な
ら
ば
、
鼓
吹
物
の
変
容
が
怪
異
小
説
に
影
響
を
及
ぼ

さ
て
、
『
狗
張
子
』
に
は
使
い
古
さ
れ
た
唱
導
材
の
混
入
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
は
か
ら
ず
も
安
直
な
意
味
で
『
狗
張
子
』
に
唱

導
と
の
結
接
点
が
生
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
唱
導
色
の
内
に
在
り
な
が
ら
、
「
島
村
蟹
」
の
一
話
は
、
到
底
安
直
と
は
い
い
難

に
な
る
。

い
複
雑
な
事
情
を
示
し
て
く
れ
た
。

七
、
再
び
『
狗
張
子
』
の
一
話
へ
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本
稿
は
、
筆
者
が
昨
年
来
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
発
言
を
お
許
し
頂
い
た
、
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
と
重
複
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
伝
承
文
学
研
究

会
大
会
（
平
成
八
年
八
月
開
催
。
於
大
妻
女
子
大
学
）
に
お
け
る
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
勧
進
勧
化
の
伝
承
世
界
」
に
お
い
て
「
鼓
吹
物
と
近
世
怪
異
小
説
」

の
題
で
発
表
し
た
も
の
、
二
つ
に
は
説
話
文
学
会
例
会
（
平
成
九
年
九
月
開
催
。
於
新
潟
大
学
）
に
お
い
て
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
近
世
の
説
話
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
発
表
し
た
「
近
世
初
期
に
お
け
る
通
俗
仏
書
と
怪
異
小
説
ｌ
「
狗
張
子
』
の
一
話
か
ら
ｌ
」
の
内
容
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
好
機
に
恵
ま
れ
、
旧
稿

の
粗
漏
を
補
訂
で
き
た
ば
か
り
か
、
貴
重
な
る
ご
教
示
を
多
く
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
蓬
に
記
し
、
両
学
会
の
御
学
恩
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

し
た
そ
の
一
例
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
そ
の
見
返
し
に
は
、
次
の
宣
伝
文
句
が
連
ね
ら
れ
、
「
御
経
を
は
や
く
お
ぼ
へ
」
る
た
め
の
書
物
の
由
で
あ
る
。
「
此
書
は
観
音
経
を
子
達
、
女
中

様
方
に
て
も
読
安
く
本
文
に
か
な
を
つ
け
、
両
読
と
し
絵
図
、
平
か
な
に
て
委
し
く
分
り
や
く
、
い
ろ
は
番
付
を
も
っ
て
講
釈
を
加
へ
、
誠
に
御
経

の
霊
験
あ
ら
た
な
る
事
、
諸
人
童
女
に
至
る
迄
し
ら
し
め
、
又
は
遠
国
へ
ん
ぴ
に
て
も
師
匠
な
く
し
て
御
経
を
は
や
く
お
ぼ
へ
、
御
利
益
を
蒙
ら
し

め
ん
が
た
め
、
板
行
と
な
し
世
に
ひ
ろ
む
る
も
の
な
り
。
」

（
２
）
空
誓
は
、
江
戸
築
地
妙
延
寺
の
住
職
。
も
と
本
願
寺
の
江
戸
別
院
（
現
在
の
築
地
本
願
寺
）
の
輪
番
。
「
本
願
寺
通
紀
』
に
は
、
関
東
一
の
博
学

の
者
と
し
て
の
賛
辞
が
記
さ
れ
る
。
拙
稿
「
浅
井
了
意
の
仏
書
」
（
国
書
刊
行
会
「
叢
書
江
戸
文
庫
」
月
報
別
。
平
成
五
年
刊
）
に
も
卿
か
記
す
。

（
３
）
冨
士
昭
雄
氏
「
仏
教
説
話
の
終
焉
」
（
『
日
本
の
説
話
』
五
に
所
収
。
昭
和
五
十
年
、
東
京
美
術
刊
。
）

（
４
）
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
和
刻
本
（
万
治
二
年
八
尾
勘
兵
衛
刊
本
。
国
文
学
研
究
資
料
館
に
は
こ
れ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
・
紙
焼
写
真
を
収
め
る
。
）
に
よ
る
。
な

お
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
送
り
仮
名
を
す
べ
て
省
略
し
た
。

（
５
）
⑪
以
下
は
、
未
だ
典
拠
を
調
査
中
で
あ
る
。

○
引
用
文
の
漢
字
は
す
べ
て
通
行
体
に
改
め
、
不
必
要
と
判
断
し
た
ル
ビ
を
省
い
た
。
ま
た
、
句
読
点
お
よ
び
（
）
に
付
す
文
言
は
便
宜
の
た
め

【
補
注
お
よ
び
参
考
文
献
】

筆
者
が
後
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
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（
胆
）
拙
稿
「
当
館
所
蔵
必
夢
の
仏
書
三
種
井
に
そ
の
特
色
」
（
『
調
査
研
究
報
告
』
十
六
号
。
平
成
七
年
刊
。
）

（
Ｍ
）
「
因
縁
集
」
と
は
説
教
用
の
説
話
集
の
一
般
名
称
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
版
本
で
は
『
合
類
大
因
縁
集
』
の
内
題
で
知
ら
れ
る
「
説
法
因
縁
集
』

の
存
在
も
あ
る
が
、
説
教
師
の
抜
き
書
き
ノ
ー
ト
に
類
す
る
写
本
は
概
ね
「
因
縁
集
」
と
題
さ
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
釈
道
幸
蔵
本
「
因
縁
集
』

（
平
成
八
年
、
勉
誠
社
刊
の
「
説
話
と
伝
承
と
略
縁
起
』
に
筆
者
が
翻
刻
す
る
。
）
、
大
正
大
学
本
『
因
縁
集
』
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。
ま
た
古
典

文
庫
に
収
め
ら
れ
る
名
古
屋
大
学
小
林
文
庫
本
『
因
縁
集
」
も
そ
の
一
種
か
と
思
わ
れ
る
。
近
年
、
件
の
小
林
文
庫
本
『
因
縁
集
』
を
以
て
あ
る
版

本
の
近
世
小
説
の
典
拠
と
す
る
論
も
行
な
わ
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
件
の
書
に
書
写
普
及
の
形
跡
は
見
ら
れ
ず
、
斯
様
な
個
人
用
の
一
写
本
を
以

て
典
拠
す
る
の
は
あ
ま
り
に
性
急
で
、
む
し
ろ
小
林
文
庫
本
『
因
縁
集
』
が
取
材
し
た
版
本
を
も
っ
て
典
拠
と
為
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
と
、
私
は
思

亜
《
ノ
◎

（
６
）
拙
稿
「
咄
之
本
の
素
材
ｌ
奇
異
雑
談
の
世
界
ｌ
」
（
『
講
座
日
本
の
伝
承
文
学
』
巻
四
所
収
。
平
成
八
年
、
三
弥
井
書
店
刊
。
）

（
７
）
坂
巻
幸
太
氏
『
浅
井
了
意
怪
異
小
説
の
研
究
』
（
新
典
社
研
究
叢
書
弱
。
平
成
二
年
刊
）

（
８
）
冨
士
昭
雄
氏
「
伽
脾
子
と
狗
張
子
」
（
「
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
四
十
六
年
十
月
特
集
号
。
）
。
江
本
裕
氏
「
了
意
怪
異
談
の
素
材
と
方
法
」
（
「
近
世

文
芸
研
究
と
評
論
』
第
二
号
）

（
９
）
拙
稿
二
伽
卿
子
』
考
ｌ
序
文
釈
義
」
二
見
え
な
い
世
界
の
文
学
誌
』
所
収
。
平
成
六
年
、
ぺ
り
か
ん
社
刊
。
）

（
岨
）
伝
承
文
学
研
究
会
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
同
氏
の
御
発
表
に
よ
る
（
平
成
八
年
八
月
開
催
）
。
こ
の
内
容
は
、
近
く
同
会
の
発
行
の

「
伝
承
文
学
研
究
』
（
平
成
十
年
発
行
予
定
）
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
同
氏
の
御
論
考
に
「
洞
門
禅
僧
と
神
霊
済
度
説
話
ｌ
若
狭
・
向

陽
寺
の
縁
起
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
伝
承
文
学
研
究
』
四
一
号
、
平
成
五
年
刊
。
）
が
あ
る
。

（
皿
）
（
過
）
渡
浩
一
氏
「
地
蔵
説
話
集
と
し
て
の
本
書
の
性
格
」
（
影
印
本
『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
紗
」
大
島
建
彦
序
・
渡
浩
一
編
。
昭
和
六
十
年
、

勉
誠
社
刊
）
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